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第一部 【企業情報】

 

第１ 【企業の概況】

 

１ 【主要な経営指標等の推移】
 

回次
第34期

第１四半期
連結累計期間

第35期
第１四半期
連結累計期間

第34期

会計期間
自 平成26年 4月 1日
至 平成26年 6月30日

自 平成27年 4月 1日
至 平成27年 6月30日

自 平成26年 4月 1日
至 平成27年 3月31日

売上高 (千円) 10,634,684 21,070,745 46,770,015

経常利益 (千円) 1,806,575 1,027,916 6,398,626

親会社株主に帰属する
四半期(当期)純利益

(千円) 1,216,221 255,293 3,190,290

四半期包括利益又は包括利益 (千円) 946,645 △56,490 3,601,088

純資産額 (千円) 31,267,311 21,586,009 22,073,975

総資産額 (千円) 37,912,525 36,611,541 38,192,970

１株当たり四半期(当期)純利益金額 (円) 68.33 17.93 210.87

潜在株式調整後１株当たり
四半期(当期)純利益金額

(円) － － －

自己資本比率 (％) 82.5 59.0 57.8
 

 
(注)1.当社は四半期連結財務諸表を作成しておりますので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載してお

りません。

2.売上高には、消費税等は含まれておりません。

3.「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年9月13日）等を適用し、当第１四半期連結累計期

間より、「四半期（当期）純利益」を「親会社株主に帰属する四半期（当期）純利益」としております。

4.第35期第１四半期連結累計期間及び第34期の純資産額には、役員向け株式給付信託及び株式給付型ＥＳＯＰ信託

が保有する当社株式が自己株式として計上されております。また、同期間の１株当たり四半期（当期）純利益の

算定上の基礎となる普通株式の期中平均株式数は、当該株式を控除対象の自己株式に含めて算出しております。

5.潜在株式調整後１株当たり四半期(当期)純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

6.当連結会計年度より、連結決算日を3月31日から12月31日に変更しております。この変更に伴い、第35期第１四半

期連結累計期間につきましては、決算日が3月31日の当社は3ヶ月間（平成27年4月1日～平成27年6月30日）、決算

日が12月31日の連結子会社は6ヶ月間（平成27年1月1日～平成27年6月30日）を連結対象期間とした変則的な決算

となっております。

 

２ 【事業の内容】

 

当第１四半期連結累計期間において、当社グループ(当社及び当社の関係会社)の営む事業の内容に重要な変更は

ありません。また、主要な関係会社についても異動はありません。
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第２ 【事業の状況】

 

１ 【事業等のリスク】

　

　当第１四半期連結累計期間において、当四半期報告書に記載した事業の状況、経理の状況等に関する事項のう

ち、投資者の判断に重要な影響を及ぼす可能性のある新たな事項は発生しておりません。また、前事業年度の有価

証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　なお、重要事象等は存在しておりません。

 

２ 【経営上の重要な契約等】

 
 当第１四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等の決定又は締結等はありません。

 
３ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

 

　当連結会計年度より連結決算日を3月31日から12月31日に変更いたしました。これにより、経過期間となる当第１

四半期の連結業績に関しましては、これまで3月決算であった当社は平成27年4月1日から6月30日までの3ヶ月間を、

12月決算である海外の連結子会社は平成27年1月1日から6月30日までの6ヶ月間を連結対象期間としております。な

お、前年同期と比較する場合については、前年同期実績を当連結対象期間と同一の期間に調整した数値に補正して増

減比を記載しております。

 

　(1)経営成績の分析

　当第１四半期における世界経済は、米国や欧州、日本等の先進国を中心に緩やかな回復基調が続きました。しかし

ながら、新興国経済の成長鈍化をはじめ、ウクライナ、中東等における地政学的リスクや原油価格の急落、欧州の債

務問題等、様々な景気下振れリスクを抱え、依然として先行き不透明な状況で推移しました。

　当社グループでは、このような変化の激しい経営環境に対応すべく、グループ一体となり総合力を発揮することを

目指す構造改革「GlobalOne(グローバルワン)」に取り組んでおり、その具体的な施策と数値目標を3ヶ年の「中期経

営計画」にまとめ実施しております。本計画の最終年度となる当期においても、①新たな成長機会の創出、②グロー

バル・ブランドの強化、③多様性に対応するマネジメントの3つの重点テーマに沿った活動を推進し、持続的な成長

の実現を目指してまいります。

　当第１四半期の品目別売上高は、プリンターでは、多様な素材に印刷できるUVプリンターや布地(テキスタイル)へ

の印刷用途に特化したプリンター等、新たな印刷市場に向けた製品が堅調に推移しました。しかしながら、主力のサ

イン市場においては、市場の成熟化に伴い、高価格帯のプロ用機種から低価格な機種へと市場のニーズが変化してき

たことや、シェアの維持・拡大のために先進国を中心に値下げキャンペーン等を実施した影響により、前年同期を下

回りました。

　工作機器では、ものづくり分野に向けた3次元切削加工機が堅調だったことに加え、歯の詰め物や被せ物を製作す

るデンタル加工機の販売拡大に注力した結果、前年同期を上回りました。

　地域別売上高は、日本では、テキスタイル用途向けのプリンターやUVプリンターが堅調となり、前年同期を上回り

ました。北米では、プリンターのプロ用機種が伸び悩みましたが、UVプリンターが好調だったことに加え、円安効果

もあり、前年同期を上回りました。欧州では、プリンターの低価格機種やUVプリンターが売上を牽引しましたが、円

高の影響もあり、前年同期並みとなりました。アジアでは、新興国経済の成長鈍化や景況感の悪化等を背景に、企業

の設備投資に慎重さが見られたこと等の影響により、主力のサイン市場向けプリンターの販売が低迷し、前年同期を

下回る結果となりました。

　以上の結果、当第１四半期の業績については、売上高は、円安効果もあり、前年同期比0.1％増の210億70百万円と

なりました。費用面では、売上原価が、サイン市場における販売単価の下落に加え、原材料費の上昇や技術力強化の

ための研究開発費の増加等の影響により5.3％上昇しました。また、販売費及び一般管理費も、成長市場の拡大に向

けた人件費や広告販促費等が増加したことで、前年同期を7.6％上回りました。これらにより利益面への影響は大き

く、営業利益は、前年同期比49.1％減の11億57百万円となりました。経常利益は、前年同期比48.1％減の10億27百万

円となり、親会社株主に帰属する四半期純利益は、前年同期比75.9％減の2億55百万円となりました。
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　当社及び連結子会社の事業は、コンピュータ周辺機器の製造販売であり、区分すべき事業セグメントが存在しな

いため、単一セグメントとなっております。なお、品目別の売上高は、以下の通りであります。

　

品目別売上高

品目

前第１四半期連結累計期間

(補正後)
当第１四半期連結累計期間

増減額

(百万円)

(補正後)

構成比増減

(％)

(補正後)

前年同期比

(％)

(補正後)金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

プリンター 10,066 47.8 9,254 43.9 △811 △3.9 91.9

プロッタ 584 2.8 643 3.1 58 0.3 110.1

工作機器 1,530 7.3 1,555 7.4 25 0.1 101.6

サプライ 6,494 30.8 6,848 32.5 354 1.7 105.5

その他 2,372 11.3 2,767 13.1 394 1.8 116.6

合計 21,049 100.0 21,070 100.0 21 － 100.1
 

　

［プリンター］

　先進国では、サイン市場が成熟化傾向にあることを受け、高付加価値製品の提案で活性化を図っております。一

方、成長が見込まれる新興国では、セールス・マーケティング活動を強化し市場拡大に努めております。また、多

様な素材へ印刷できるUVプリンターや布地への印刷用途に特化したテキスタイル用プリンター等による新規市場の

開拓にも積極的に取り組んでおります。

　当第１四半期では、主力のサイン市場において、これまで売上を牽引してきた高価格帯のプロ用機種や主力機種

VS-iシリーズが低調に推移しました。

　一方、UVプリンターでは、小型UVプリンターLEFシリーズが、スマートフォンケースやノベルティ等に写真やイラ

ストを印刷するオリジナルグッズ製作用途において導入が進みました。また、厚みのある材料に直接印刷が行える

大型UVプリンターが、広告・看板の製作用途を中心に売上を伸ばしました。

　さらに、ユニフォームやオリジナルウェア等を製作するテキスタイル市場において、昨年10月に発売を開始した

RTシリーズ等の導入が進みました。

　これらの結果、プリンターの売上高は92億54百万円(前年同期比91.9％)となりました。

 

［プロッタ］

　今年1月に発売した新製品GS-24が順調な立ち上がりをみせたこともあり、プロッタの売上高は6億43百万円(前年

同期比110.1％)となりました。

 

［工作機器］

　従来からの主力市場である製造業や彫刻業等に加えて、デジタル化のニーズが高まる歯科医療をはじめとするヘ

ルスケア分野やパーソナル分野に注力し、新分野での事業拡大を目指しております。

　当第１四半期では、デンタル加工機DWXシリーズが、特に欧州や新興国において堅調に推移しました。歯の治療に

使用される詰め物や被せ物等の製作プロセスをトータルソリューションとして提案できる体制作りや販売網の整

備・拡充が世界各地域で順調に進んでおります。一人ひとりに合った治療やサービスが必要とされる歯科医療をは

じめとするヘルスケア分野は、デジタル技術やものづくりのノウハウといった当社が持つ強みを発揮できる分野で

あり、今後も成長市場と位置付けて、さらなる事業拡大を図ってまいります。

　これらの結果、工作機器の売上高は15億55百万円(前年同期比101.6％)となりました。

 

［サプライ］

　プリンターの販売に伴いインクの売上が増加し、サプライの売上高は68億48百万円(前年同期比105.5％)となりま

した。

 

［その他］

　保守やサービスパーツ等のその他売上につきましては、プリンターの導入に伴う保守契約やサービスパーツ等の

販売が増加したことにより、売上高は27億67百万円(前年同期比116.6％)となりました。
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地域別の売上高は、以下の通りであります。

　

地域別売上高

地域

前第１四半期連結累計期間

(補正後)
当第１四半期連結累計期間

増減額

(百万円)

(補正後)

構成比増減

(％)

(補正後)

前年同期比

(％)

(補正後)金額(百万円) 構成比(％) 金額(百万円) 構成比(％)

日本 1,053 5.0 1,138 5.4 85 0.4 108.1

北米 6,044 28.7 6,475 30.7 430 2.0 107.1

欧州 8,299 39.4 8,109 38.5 △190 △0.9 97.7

アジア 1,733 8.3 1,539 7.3 △193 △1.0 88.8

その他 3,918 18.6 3,807 18.1 △111 △0.5 97.2

合計 21,049 100.0 21,070 100.0 21 － 100.1
 

　

［日　本］

　プリンターでは、サイン市場向けのプリンターが伸び悩みましたが、オリジナルグッズの製作用途に提案してい

るUVプリンターやテキスタイル用途に向けたプリンター等が堅調に推移しました。工作機器では、デンタル加工機

DWXシリーズが、前期の好調の要因となった「デジタルデータを用いて製作した歯の詰め物や被せ物に対する保険適

用」に伴う歯科技工所の設備投資が一巡したことから前年同期を下回ったものの、製造業のものづくり分野におい

て3次元切削加工機等の販売が堅調に推移しました。

　これらの結果、日本の売上高は11億38百万円(前年同期比108.1％)となりました。

 

［北　米］

　プリンターでは、サイン市場向けのプロ用機種や主力機種VS-iシリーズが伸び悩みましたが、低価格機種や大型

UVプリンターが伸長しました。また、オリジナルグッズ製作用途を中心にLEFシリーズが堅調に推移しました。工作

機器では、デンタル加工機DWXシリーズが減速傾向となり、前年同期を下回りました。

　これらの結果に加え、円安効果もあり、北米の売上高は64億75百万円(前年同期比107.1％)となりました。

 

［欧　州］　

　プリンターでは、サイン市場向けのプロ用機種が伸び悩んだものの、主力機種VS-iシリーズをはじめとする導入

しやすい価格帯の製品が堅調に推移しました。また、テキスタイル用プリンターがオリジナルウェア製作用途で導

入が進みました。工作機器では、デンタル加工機DWXシリーズのセールス・マーケティング活動を強化し、中欧や南

欧地域を中心に売上を伸ばしました。

　これらの結果に加え、ユーロの円高の影響もあり、欧州の売上高は81億9百万円(前年同期比97.7％)となりまし

た。

 

［ア ジ ア］　

　中国では、現地販売店の在庫調整の影響により、サイン市場向けプリンターを中心に当社子会社からの販売が一

時的に鈍化したため前年同期を下回りました。韓国では、デンタル加工機DWXシリーズが大きく伸長しましたが、プ

リンターのプロ用機種が減速傾向となりました。また、ASEAN地域では、プリンターの低価格機が堅調に推移し、前

年同期並みとなりました。

　これらの結果、アジアの売上高は15億39百万円(前年同期比88.8％)となりました。

 

［そ の 他］

　オーストラリアでは、プリンターの低価格機種やLEFシリーズが売上を牽引しました。また、中東地域は、現地販

売店との連携強化を図り売上を大きく伸ばしました。一方、ブラジルでは、経済環境の悪化に伴う企業の設備投資

の停滞により、プリンターを中心に低調に推移しました。

　これらの結果、その他地域の売上高は38億7百万円(前年同期比97.2％)となりました。
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(2)財政状態の分析

　当第１四半期末の総資産は、前連結会計年度末と比べ15億81百万円減少し、366億11百万円(前連結会計年度末比

95.9％)となりました。流動資産では、現金及び預金が6億92百万円減少し、商品及び製品が4億10百万円減少いたし

ました。また、繰延税金資産が1億52百万円減少いたしました。固定資産では、のれんが1億60百万円減少いたしまし

た。

 当第１四半期末の負債は、10億93百万円減少し、150億25百万円(前連結会計年度末比93.2％)となりました。流動

負債では、支払手形及び買掛金が3億57百万円増加した一方で、短期借入金が1億95百万円減少し、未払法人税等が6

億75百万円減少いたしました。また、賞与引当金が支払いによる取り崩し等により2億81百万円減少いたしました。

固定負債では、長期借入金が3億60百万円減少いたしました。

 当第１四半期末の純資産は、4億87百万円減少し、215億86百万円(前連結会計年度末比97.8％)となりました。前連

結会計年度末に対しユーロで円高となったこと等により、為替換算調整勘定が3億19百万円の減少となりました。

 

(3)対処すべき課題

　当第１四半期連結累計期間において、連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更及び新たに生じ

た課題はありません。

 

(4)研究開発活動

　当社及び連結子会社における研究開発活動は当社で行っており、当第１四半期連結累計期間におけるグループ全体

の研究開発活動の金額は7億83百万円であります。

 

(5)従業員数

　当第１四半期連結累計期間において、連結会社及び当社の従業員数に著しい増減はありません。

 

(6)生産、受注及び販売の実績

　当社はセル生産方式によるフレキシブルな生産体制をとっており、生産は比較的変動いたします。因みに当第１四

半期連結累計期間における生産実績は以下の通りであります。なお、受注及び販売実績の著しい変動はありません。

 

生産実績

品目 当第１四半期連結累計期間(千円) 前年同期比(％)

プリンター 3,908,420 80.0

プロッタ 303,499 98.5

工作機器 675,177 77.4

サプライ 945,646 180.5

合計 5,832,743 88.5
 

 
(注)生産金額は当社の標準販売価格によっております。

 

(7)主要な設備

　当第１四半期連結累計期間において、主要な設備に著しい変動はありません。
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第３ 【提出会社の状況】

 

１【株式等の状況】

　

(1)【株式の総数等】

　

①【株式の総数】

 

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 71,200,000

計 71,200,000
 

 

②【発行済株式】

 

種類

第１四半期会計期間

末現在発行数(株)

(平成27年6月30日)

提出日現在発行数(株)

(平成27年8月7日)

上場金融商品取引所

名又は登録認可金融

商品取引業協会名

内容

普通株式 14,385,511 14,385,511
東京証券取引所

(市場第一部)

単元株式数は

100株であります。

計 14,385,511 14,385,511 － －
 

 

(2)【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。

 

(3)【行使価額修正条項付新株予約権付社債券等の行使状況等】

該当事項はありません。

 

(4)【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

 

(5)【発行済株式総数、資本金等の推移】

 

年月日

発行済株式

総数増減数

(株)

発行済株式

総数残高

(株)

資本金増減額

(千円)

資本金残高

(千円)

資本準備金

増減額

(千円)

資本準備金

残高

(千円)

平成27年4月 1日～

平成27年6月30日
－ 14,385,511 － 3,668,700 － 3,700,603

 

 

 

(6)【大株主の状況】

当四半期会計期間は第１四半期会計期間であるため、記載事項はありません。
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(7)【議決権の状況】

当第１四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できないため、記載する

ことができませんので、直前の基準日である平成27年3月31日の株主名簿により記載しております。

 

① 【発行済株式】

平成27年6月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
(自己保有株式)  

－ －
普通株式 3,000

完全議決権株式(その他) 普通株式 14,379,000 143,790 －

単元未満株式 普通株式 3,511 － －

発行済株式総数 14,385,511 － －

総株主の議決権 － 143,790 －

 

 
(注)1.「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、役員向け株式給付信託及び従業員向けインセンティブプラン

「株式給付型ＥＳＯＰ」の信託財産として、日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)が所有して

いる当社株式143,000株(議決権1,430個)が含まれております。

2.「完全議決権株式(その他)」欄の普通株式には、証券保管振替機構名義の株式が8,500株(議決権85個)含まれて

おります。

 

②【自己株式等】

平成27年6月30日現在

所有者の氏名又は名称 所有者の住所

自己名義

所有株式数

(株)

他人名義

所有株式数

(株)

所有株式数

の合計

(株)

発行済株式

総数に対する

所有株式数の

割合(％)

（自己保有株式）

ローランド ディー.ジー.株式会社

静岡県浜松市北区

新都田一丁目6番4号
3,000 － 3,000 0.02

計 － 3,000 － 3,000 0.02
 

 
(注)上記のほか、役員向け株式給付信託及び従業員向けインセンティブプラン「株式給付型ＥＳＯＰ」の信託財産とし

て、143,000株を日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社(信託口)へ拠出しております。

 
 

２【役員の状況】

 

該当事項はありません。
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第４ 【経理の状況】

 

1.　当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19年内閣府令

第64号)に基づいて作成しております。

　　なお、平成27年6月17日開催の第34期定時株主総会において「定款一部変更の件」が承認され、事業年度を毎年1月1

日から12月31日に変更いたしました。これに伴い、当連結会計年度は平成27年4月1日から平成27年12月31日までの9ヶ

月間となっております。

 
2.　当社は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、第１四半期連結会計期間(平成27年4月1日から平成27年6

月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年4月1日から平成27年6月30日まで)に係る四半期連結財務諸表につ

いて、有限責任監査法人トーマツによる四半期レビューを受けております。
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１ 【四半期連結財務諸表】

(1) 【四半期連結貸借対照表】

           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年3月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年6月30日)

資産の部   

 流動資産   

  現金及び預金 10,414,504 9,721,505

  受取手形及び売掛金 4,932,575 4,940,391

  商品及び製品 6,305,961 5,895,351

  仕掛品 104,918 121,746

  原材料及び貯蔵品 2,767,448 2,851,848

  繰延税金資産 1,379,680 1,227,067

  その他 1,638,827 1,610,230

  貸倒引当金 △56,950 △62,098

  流動資産合計 27,486,964 26,306,044

 固定資産   

  有形固定資産   

   建物及び構築物 6,894,988 6,963,621

    減価償却累計額 △3,627,528 △3,757,207

    建物及び構築物（純額） 3,267,459 3,206,414

   機械装置及び運搬具 1,053,073 1,037,783

    減価償却累計額 △590,378 △619,896

    機械装置及び運搬具（純額） 462,694 417,886

   工具、器具及び備品 3,256,121 3,174,898

    減価償却累計額 △2,602,790 △2,619,110

    工具、器具及び備品（純額） 653,331 555,787

   土地 3,151,782 3,147,349

   建設仮勘定 10,508 36,165

   有形固定資産合計 7,545,776 7,363,603

  無形固定資産   

   のれん 864,613 704,334

   ソフトウエア 1,198,085 1,087,278

   電話加入権 8,309 8,140

   無形固定資産合計 2,071,007 1,799,752

  投資その他の資産   

   投資有価証券 24,677 24,967

   繰延税金資産 263,138 223,325

   その他 819,122 912,465

   貸倒引当金 △17,717 △18,617

   投資その他の資産合計 1,089,220 1,142,140

  固定資産合計 10,706,005 10,305,497

 資産合計 38,192,970 36,611,541
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           (単位：千円)

          
前連結会計年度

(平成27年3月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年6月30日)

負債の部   

 流動負債   

  支払手形及び買掛金 1,615,587 1,972,614

  短期借入金 340,380 145,200

  1年内返済予定の長期借入金 1,440,000 1,440,000

  未払法人税等 1,062,829 387,180

  賞与引当金 663,264 382,169

  役員賞与引当金 90,000 25,000

  製品保証引当金 519,759 569,000

  その他 3,149,821 3,120,423

  流動負債合計 8,881,642 8,041,589

 固定負債   

  長期借入金 5,400,000 5,040,000

  従業員株式給付引当金 29,393 41,232

  役員株式給付引当金 72,083 97,277

  退職給付に係る負債 467,123 464,147

  長期未払金 140,842 114,938

  その他 1,127,909 1,226,346

  固定負債合計 7,237,352 6,983,942

 負債合計 16,118,994 15,025,532

純資産の部   

 株主資本   

  資本金 3,668,700 3,668,700

  資本剰余金 3,867,372 3,867,372

  利益剰余金 14,561,729 14,385,548

  自己株式 △635,105 △635,105

  株主資本合計 21,462,696 21,286,514

 その他の包括利益累計額   

  その他有価証券評価差額金 4,481 4,748

  為替換算調整勘定 779,036 459,734

  退職給付に係る調整累計額 △172,297 △165,046

  その他の包括利益累計額合計 611,220 299,437

 非支配株主持分 58 57

 純資産合計 22,073,975 21,586,009

負債純資産合計 38,192,970 36,611,541
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(2) 【四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書】

【四半期連結損益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年4月 1日
　至 平成26年6月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年4月 1日
　至 平成27年6月30日)

売上高 10,634,684 21,070,745

売上原価 4,903,991 13,194,543

売上総利益 5,730,692 7,876,201

販売費及び一般管理費   

 運送費及び保管費 205,438 449,200

 広告宣伝費及び販売促進費 240,247 579,177

 貸倒引当金繰入額 3,678 9,489

 製品保証引当金繰入額 22,528 83,435

 給料及び賞与 1,596,418 3,162,227

 賞与引当金繰入額 225,066 190,373

 役員賞与引当金繰入額 25,000 25,000

 従業員株式給付引当金繰入額 － 9,039

 役員株式給付引当金繰入額 － 24,894

 退職給付費用 72,210 122,776

 旅費及び交通費 187,314 324,783

 減価償却費 237,437 319,957

 支払手数料 411,960 522,521

 その他 550,584 895,534

 販売費及び一般管理費合計 3,777,883 6,718,411

営業利益 1,952,808 1,157,789

営業外収益   

 受取利息 18,948 4,820

 受取配当金 150 170

 金銭の信託評価益 5,076 14,667

 補助金収入 － 24,747

 その他 44,280 20,177

 営業外収益合計 68,454 64,583

営業外費用   

 支払利息 6,175 64,525

 売上割引 53,240 92,355

 為替差損 67,684 18,542

 自己株式取得費用 81,983 －

 その他 5,603 19,033

 営業外費用合計 214,688 194,456

経常利益 1,806,575 1,027,916
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           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年4月 1日
　至 平成26年6月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年4月 1日
　至 平成27年6月30日)

特別利益   

 固定資産売却益 3,477 1,940

 特別利益合計 3,477 1,940

特別損失   

 固定資産除売却損 2,296 159,714

 特別損失合計 2,296 159,714

税金等調整前四半期純利益 1,807,756 870,142

法人税、住民税及び事業税 412,972 277,819

過年度法人税等 － 148,500

法人税等調整額 178,560 188,530

法人税等合計 591,533 614,849

四半期純利益 1,216,223 255,293

非支配株主に帰属する四半期純利益又は非支配株主
に帰属する四半期純損失（△）

2 △0

親会社株主に帰属する四半期純利益 1,216,221 255,293
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【四半期連結包括利益計算書】

【第１四半期連結累計期間】

           (単位：千円)

          前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年4月 1日
　至 平成26年6月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年4月 1日
　至 平成27年6月30日)

四半期純利益 1,216,223 255,293

その他の包括利益   

 その他有価証券評価差額金 2,340 266

 為替換算調整勘定 △270,478 △319,302

 退職給付に係る調整額 △1,440 7,251

 その他の包括利益合計 △269,577 △311,783

四半期包括利益 946,645 △56,490

（内訳）   

 親会社株主に係る四半期包括利益 946,644 △56,489

 非支配株主に係る四半期包括利益 1 △0
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【注記事項】

（連結の範囲又は持分法適用の範囲の変更）

（連結決算日の変更に関する事項）

 
当社は連結決算日を毎年3月31日としておりましたが、連結子会社と決算期を統一することで、経営情報の適時、的

確な開示により経営の透明性をさらに高めると共に、グローバルな事業の一体運営を一層推進するため、平成27年6月

17日開催の第34期定時株主総会において定款の一部変更を決議し、当社の事業年度の末日を12月31日とし、連結決算

日を12月31日に変更いたしました。

この変更に伴い、当第１四半期連結累計期間につきましては、当社は平成27年4月1日から平成27年6月30日までの

3ヶ月間、連結子会社は平成27年1月1日から平成27年6月30日までの6ヶ月間を連結対象期間とした変則的な決算となっ

ております。

なお、連結子会社における平成27年1月1日から平成27年3月31日までの損益については、連結損益計算書を通して調

整する方法を採用しており、同期間の売上高は9,072,635千円、営業損失は136,384千円、経常損失は205,824千円、税

金等調整前四半期純損失は206,441千円であります。これらの金額は、連結会社相互間の取引高の相殺消去及び未実現

損益の消去の処理を行っております。

 

 
（会計方針の変更等）

 

「企業結合に関する会計基準」（企業会計基準第21号　平成25年9月13日。以下「企業結合会計基準」とい

う。）、「連結財務諸表に関する会計基準」（企業会計基準第22号　平成25年9月13日。以下「連結会計基準」とい

う。）及び「事業分離等に関する会計基準」（企業会計基準第7号　平成25年9月13日。以下「事業分離等会計基準」

という。）等を、当第１四半期連結会計期間から適用し、支配が継続している場合の子会社に対する当社の持分変動

による差額を資本剰余金として計上するとともに、取得関連費用を発生した連結会計年度の費用として計上する方法

に変更いたしました。

また、当第１四半期連結会計期間の期首以後実施される企業結合については、暫定的な会計処理の確定による取得

原価の配分額の見直しを企業結合日の属する四半期連結会計期間の四半期連結財務諸表に反映させる方法に変更いた

します。

加えて、四半期純利益等の表示の変更及び少数株主持分から非支配株主持分への表示の変更を行っております。

当該表示の変更を反映させるため、前第１四半期連結累計期間及び前連結会計年度については、四半期連結財務諸

表及び連結財務諸表の組替えを行っております。

企業結合会計基準等の適用については、企業結合会計基準第58-2項(4)、連結会計基準第44-5項(4)及び事業分離等

会計基準第57-4項(4)に定める経過的な取扱いに従っており、当第１四半期連結会計期間の期首時点から将来にわ

たって適用しております。

なお、この変更による四半期連結財務諸表に与える影響はありません。

 
（追加情報）

（役員向け株式給付信託及び株式給付型ＥＳＯＰについて）

　

当社は、中長期的な業績向上と企業価値の増大への貢献意識を高めることを目的として、当社の取締役（社外取締

役を除きます。）、執行役員（当社と委任契約を締結しているものに限ります。）及び当社グループ会社の一定の役

員（以下「取締役等」と総称します。）を対象にした業績連動型株式報酬制度「役員向け株式給付信託」を、及び新

たな福利厚生サービスとして、一定資格等級以上の当社の従業員（以下「管理職社員」と総称します。）を対象にし

た業績連動型株式報酬制度「株式給付型ＥＳＯＰ」を導入しております。

　

1.取引の概要

本制度は、当社が定めた「株式給付規程」に基づき、取締役等及び管理職社員に毎期一定のポイントを付与し、退

職した場合等には、累積ポイントに相当する当社株式が給付される仕組みとなっております。また、取締役等及び管

理職社員へ給付する株式については、当社があらかじめ信託設定した金銭により、平成26年11月26日に信託銀行が第

三者割当により当社から取得し、信託財産として分別管理することになっております。

　

EDINET提出書類

ローランド　ディー．ジー．株式会社(E02054)

四半期報告書

15/21



 

2.会計処理

役員向け株式給付信託については「従業員等に信託を通じて自社の株式を交付する取引に関する実務上の取扱い」

（実務対応報告第30号　平成27年3月26日）に準じて、株式給付型ＥＳＯＰ信託については同実務対応報告に基づき、

総額法を適用しております。

 
3.信託が保有する自己株式

当第１四半期連結会計期間末において、役員向け株式給付信託及び株式給付型ＥＳＯＰ信託が保有する当社株式

は、四半期連結貸借対照表の純資産の部に自己株式として表示しております。当該自己株式の帳簿価額及び株式数

は、前連結会計年度625,482千円、143,000株、当第１四半期連結会計期間625,482千円、143,000株であります。

 
(四半期連結貸借対照表関係)

 

　1.保証債務

当社は、銀行からの借入に対し以下の通り保証を行っております。

 
前連結会計年度

(平成27年3月31日)
当第１四半期連結会計期間

(平成27年6月30日)

従業員 14,009千円 17,937千円
 

　また、連結子会社は顧客の割賦債務に対して保証しており、その割賦債務枠は前連結会計年度109,800千円(10

億ウォン)、当第１四半期連結会計期間10,064千円(92百万ウォン)であります。

 
　2.訴訟について

　当社の連結子会社Roland DGA Corporationは、米国に本社のあるGerber Scientific International,Inc.社か

ら同社の米国特許権の侵害をしているとして、損害賠償請求(金額の明示なし)及びRoland DGA Corporationに対

する当該特許技術を利用した製品の製造、販売及び販売促進行為等の差し止め及び同製品の回収命令の申し立て

を内容とする訴訟を平成19年1月30日に提起されました。

　同訴訟は係争中でありますが、平成22年4月9日、Roland DGA Corporationに加え、当社も共同被告として訴訟

を提起されました。

　

　3.シンジケートローン契約について

　当社は金融機関3行とシンジケートローン契約を締結しており、本契約には連結及び単体の貸借対照表の純資

産の部の金額や、連結及び単体の損益計算書の経常損益により算出される一定の指標等を基準とする財務制限条

項が付されております。

　なお、この契約に基づく借入残高は以下の通りであります。

 
 

前連結会計年度
(平成27年3月31日)

当第１四半期連結会計期間
(平成27年6月30日)

1年内返済予定の長期借入金 1,440,000千円 1,440,000千円

長期借入金 5,400,000千円 5,040,000千円
 

 

(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

 

　当第１四半期連結累計期間に係る四半期連結キャッシュ・フロー計算書は作成しておりません。なお、第１四半

期連結累計期間に係る減価償却費(のれんを除く無形固定資産に係る償却費を含む。)及びのれんの償却額は、次の

通りであります。

 
前第１四半期連結累計期間
(自 平成26年4月 1日
至 平成26年6月30日)

当第１四半期連結累計期間
(自 平成27年4月 1日
至 平成27年6月30日)

減価償却費 227,749千円 372,076千円

のれんの償却額 90,445千円 104,792千円
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(株主資本等関係)

　

前第１四半期連結累計期間(自　平成26年4月1日　至　平成26年6月30日)

　

1.配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成26年6月18日

定時株主総会
普通株式 355,990 20 平成26年3月31日 平成26年6月19日 利益剰余金

 

　

2.基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

　

3.株主資本の著しい変動に関する事項

該当事項はありません。

　

当第１四半期連結累計期間(自　平成27年4月1日　至　平成27年6月30日)

　

1.配当金支払額

決議 株式の種類
配当金の総額

(千円)

１株当たり

配当額(円)
基準日 効力発生日 配当の原資

平成27年6月17日

定時株主総会
普通株式 431,475 30 平成27年3月31日 平成27年6月18日 利益剰余金

 

(注)平成27年6月17日定時株主総会決議による配当金の総額には、株式給付信託口が保有する当社株式に対する配当金額

4,290千円が含まれております。

 
2.基準日が当第１四半期連結累計期間に属する配当のうち、配当の効力発生日が当第１四半期連結会計期間の末日後と

なるもの

該当事項はありません。

　

3.株主資本の金額の著しい変動

当社は平成27年6月17日開催の第34期定時株主総会の決議により、会社法第452条の規定に基づき、別途積立金の一

部を繰越利益剰余金に振り替え、自己株式の消却による繰越利益剰余金の欠損の填補を行いました。

この結果、当第１四半期連結会計期間において別途積立金が10,000,000千円減少し、繰越利益剰余金が同額増加し

ております。
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(セグメント情報等)

　

【セグメント情報】

　

前第１四半期連結累計期間（自　平成26年 4月 1日　至　平成26年 6月30日）

　

　当社及び連結子会社の事業は、コンピュータ周辺機器の製造販売であり、区分すべき事業セグメントが存在しな

いため、単一セグメントとなっております。

 

当第１四半期連結累計期間（自　平成27年 4月 1日　至　平成27年 6月30日）

　

　当社及び連結子会社の事業は、コンピュータ周辺機器の製造販売であり、区分すべき事業セグメントが存在しな

いため、単一セグメントとなっております。

　

　

(１株当たり情報)

　

１株当たり四半期純利益金額及び算定上の基礎は、以下の通りであります。

 

項目

前第１四半期連結累計期間

(自 平成26年 4月 1日

至 平成26年 6月30日)

当第１四半期連結累計期間

(自 平成27年 4月 1日

至 平成27年 6月30日)

１株当たり四半期純利益金額 68円33銭 17円93銭

(算定上の基礎)   

親会社株主に帰属する

四半期純利益金額(千円)
1,216,221 255,293

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式に係る親会社株主に帰属する

四半期純利益金額(千円)
1,216,221 255,293

普通株式の期中平均株式数(株) 17,799,540 14,239,511
 

 
(注)1.潜在株式調整後1株当たり四半期純利益金額については、潜在株式がないため記載しておりません。

2.当第１四半期連結累計期間における普通株式の期中平均株式数の計算において控除する自己株式に、株式給付

信託口が所有する当社株式を含めております。なお、当第１四半期連結累計期間において、当該信託口が保有

する当社株式の期中平均株式数は143,000株であります。

 

 

(重要な後発事象)

 

該当事項はありません。

 
 
２ 【その他】

 

　該当事項はありません。

 

 

EDINET提出書類

ローランド　ディー．ジー．株式会社(E02054)

四半期報告書

18/21



第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

 

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書
 
　

平成27年8月6日
 

ローランド ディー.ジー.株式会社

取　 締　 役　 会　  御　 中
 

　

 
　 有限責任監査法人　ト　ー　マ　ツ
 

　

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　 西　 松 　真 　人　 印

 

 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　 沼　 田 　敦 　士　 印

 

 

 

 
指定有限責任社員

業務執行社員
 公認会計士　 早　稲　田    宏　 印

 

　

 

当監査法人は、金融商品取引法第193条の2第1項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられているローランド

ディー.ジー.株式会社の平成27年4月1日から平成27年12月31日までの連結会計年度の第１四半期連結会計期間(平成27年

4月1日から平成27年6月30日まで)及び第１四半期連結累計期間(平成27年4月1日から平成27年6月30日まで)に係る四半期

連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書、四半期連結包括利益計算書及び注記につい

て四半期レビューを行った。

 

四半期連結財務諸表に対する経営者の責任

経営者の責任は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して四半期連結

財務諸表を作成し適正に表示することにある。これには、不正又は誤謬による重要な虚偽表示のない四半期連結財務諸

表を作成し適正に表示するために経営者が必要と判断した内部統制を整備及び運用することが含まれる。

 

監査人の責任

当監査法人の責任は、当監査法人が実施した四半期レビューに基づいて、独立の立場から四半期連結財務諸表に対す

る結論を表明することにある。当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準

拠して四半期レビューを行った。

四半期レビューにおいては、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対して実施される質

問、分析的手続その他の四半期レビュー手続が実施される。四半期レビュー手続は、我が国において一般に公正妥当と

認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べて限定された手続である。

当監査法人は、結論の表明の基礎となる証拠を入手したと判断している。

 

監査人の結論

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正妥当と認

められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、ローランド ディー.ジー.株式会社及び連結子会社の平成27年6月

30日現在の財政状態及び同日をもって終了する第１四半期連結累計期間の経営成績を適正に表示していないと信じさせ

る事項がすべての重要な点において認められなかった。
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強調事項

連結決算日の変更に関する事項に記載されているとおり、連結決算日の変更に伴い、当第１四半期連結累計期間につ

いて、会社は平成27年4月1日から平成27年6月30日までの3ヶ月間、連結子会社は平成27年1月1日から平成27年6月30日ま

での6ヶ月間を連結対象期間とした変則的な決算となっている。

　当該事項は、当監査法人の結論に影響を及ぼすものではない。

 

利害関係

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。      

以  上
 

(注)　1.上記は四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社（四半期報告

書提出会社）が別途保管しております。

　2.ＸＢＲＬデータは四半期レビューの対象には含まれていません。
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